
医師会 
安芸郡・香美郡・土佐長岡郡 

吾 川 郡  高岡郡 幡 多 合 計 
（安芸会場） （南国会場） 

受講者数 ３３人 ６０人 ３４人 ５２人 ５３人 ２３２人 

うち、医師 １５人 ２３人 １６人 １４人 １６人 ８４人 

◆ アンケート 回答率 87.9％（204／232） 
 

Ｑ１ 職 種：医師 67人（32.8％）、看護師・准看護師 69人（33.8％）、薬剤師 ９人（4.4％）、 
 

       理学療法士 6人（2.9％）、事務職 25人（12.3％） 
 

Ｑ２ 年齢層：20代 ９人（4.4％）、30代 27人（13.2％）、40代 46人（22.5％）、50代 73人（35.8％）、 
 

       60代 37人（18.1％）、70代～ 10人（4.9％） 
 

Ｑ３ 当研修をどのように知ったか：郡市医師会からの案内（78.9％）、他の医療関係者から聞いた（7.8％） 
 

Ｑ４ 研修内容について 

◆ 受講者数 

大いに参考になった, 33.8% 

大いに参考になった, 32.4% 

大いに参考になった, 37.3% 

参考になった, 58.8% 

参考になった, 65.2% 

参考になった, 61.8% 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

(3)災害医療の法制度 

(2)医療救護体制 

(1)被害想定 

大いに参考になった 参考になった あまり参考にならなかった 参考にならなかった その他 



Ｑ５ 研修の開催日について（希望） 

平日夜間 
86% 

平日昼間 
8% 

休日昼間 
2% 

休日夜間 
1% その他 

3% 

Ｑ６ 南海トラフ地震に備え、どのような知識（情報）や体験が 
   あればいいと思うか（上位５項目） 

被災地の医療従事者の体験談 １１４人 

市町村の防災計画 ９８人 

災害時の情報通信技術 ９７人 

地域の関係機関が参加する防災訓練 ９７人 

南海トラフ地震に関する最新の知見 ８７人 

※その他具体的回答 
 「避難所の確認（ルート含む）」、「どのくらい耐えたら支援が入る
か」、「支援物資の配り方」、「自院での“防災訓練”実施に当り、具体的
なスケジューリングの方策、対策、立案法」など 

◆研修の様子 

※その他ご意見 
 「平日は業務が終わらないことがある」、「１時間
くらい早めにして欲しかった」、「夜間でよいが、水
木金ぐらいがよい。 」など 

（いずれの会場も平日の19時スタート） 



医師会 
安芸郡・香美郡・土佐長岡郡 

（安芸会場） 
安芸郡・香美郡・土佐長岡郡 

（南国会場） 
吾 川 郡  幡  多 合 計 

受講者数 ２０人 ３０人 ２６人 １５人 ９１人 

うち、医師 １６人 ２４人 １７人 １４人 ７１人 

◆ アンケート 回答率 89.0％（81／91） 
 

Ｑ１ 職 種：医師 62人（76.5％）、看護師・准看護師 17人（21.0％） 
 

Ｑ２ 年齢層：20代（0.0％）、30代 8人（9.9％）、40代 14人（17.3％）、50代 29人（35.8％）、 
 

       60代 22人（27.2％）、70代～ 7人（8.6％） 
 

Ｑ３ 当研修をどのように知ったか：郡市医師会からの案内 71人（87.7％）、県医師会の会報 ９人（11.1％）、 
 

                 他の医療関係者から聞いた 2人（2.5％） 
 

Ｑ４ セクション１の受講の有無：受講した 51人（63.0％）、受講しなかった 30人（37.0％） 
 

Ｑ５ 研修内容について 

◆ 受講者数 

大いに参考になった, 88.9% 

大いに参考になった, 90.1% 

大いに参考になった, 87.7% 

参考になった,  
8.6% 

参考になった,  
8.6% 

参考になった,  
12.3% 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

(3)PAT法（実技） 

(2)START法（実技） 

(1)トリアージ等に関する基礎知識 

大いに参考になった 参考になった あまり参考にならなかった 参考にならなかった その他 

※ 医師以外の職種については、医師に帯同する場合のみ受講を認めた。 
いずれの会場も、原則として定員を30名とした。 



Ｑ６ 実技研修のグループの人数について 
 

   「ちょうどよかった」（98.8％） 

Ｑ７ 研修時間について 
 

   「長かった」（6.2％）、「ちょうどよかった」（87.7％）、「短かった」（4.9％） 

※研修時間 
 研修時間は、全体で２時間（講義：約20分、実技：約90分） 

※実技研修のグループ分け 
  トリアージの実技研修については、受講者を１グループ当たり５人程度 
 に分けて実施した。各グループにDMAT隊員をファシリテーターとして 
 １名ずつ配置し、指導にあたった。 

Ｑ８ 自由記載（抜粋） 
 

   ・もっと参加できる方が増えるように、回数を増やしてほしいと思います。（50代 看護師） 
 

   ・年1度くらいは同様の講習があってもよいと思います。（40代 医師） 
 

   ・続けて受講したい。（60代 医師） 
 

   ・何回か同様訓練をやった方が良いと思います。数ヶ月毎程に。（70歳以上 医師） 
 

   ・二次トリアージまではなんとかできそうに思います。その後の救命処置まで求められると大変不安です。（30代 医師） 
 

   ・今回参加でき本当に貴重な経験となりました。関係者の皆様ありがとうございました。（50代 看護師） 
 

   ・とても勉強になりました。ありがとうございました。（30代 医師） 



医師会 
安芸郡・香美郡・土佐長岡郡 

（安芸会場） 
安芸郡・香美郡・土佐長岡郡 

（南国会場） 高 知 市 吾 川 郡  幡  多 合 計 

受講者数 ２１人 ４１人 ３５人 ２８人 ２３人 １４８人 

うち、医師 １５人 ２８人 ２９人 １４人 １５人 １０１人 

◆ アンケート 回答率 87.8％（130／148） 
 

Ｑ１ 職 種：医師 90人（69.2％）、看護師・准看護師 31人（23.8％） 
 

Ｑ２ 年齢層：20代 5人（3.8％）、30代 10人（7.7％）、40代 35人（26.9％）、50代 44人（33.8％）、 
 

       60代 27人（20.8％）、70代～ 8人（6.2％） 
 

Ｑ３ これまでに受講したセクション：セクション１ 54人（56.3％）、セクション２ 63人（65.6％）、 
 

                  ※ 但し、高知市ではセクション１、２を実施していないため、母数から除く。 
 

Ｑ４ 研修内容について 

◆ 受講者数 

大いに参考になった, 79.2% 

大いに参考になった, 67.7% 

大いに参考になった, 66.9% 

大いに参考になった, 62.3% 

参考になった,  
17.7% 

参考になった,  
32.3% 

参考になった,  
31.5% 

参考になった, 36.2% 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

(4)赤十字救急法（実技） 

(3)熱傷対応 

(2)クラッシュ症候群について 

(1)創傷処置 

大いに参考になった 参考になった あまり参考にならなかった 参考にならなかった その他 

※ 医師以外の職種については、医師に帯同する場合のみ受講を認めた。 
いずれの会場も、原則として定員を30名とした。 



Ｑ５ 他に受講してみたい「傷病」について 
 

   ・軽～中等度の傷の処置（40代 ＰＴ） 
   ・頭部外傷、胸部外傷、腹部外傷（70歳以上 医師 ほか） 
   ・深い傷と浅い傷の縫合の実習（40代 医師） 
   ・縫合、挿菅（40代 医師） 

Ｑ６ 研修時間について 
 

   「長かった」（6.2％）、「ちょうどよかった」（88.5％）、「短かった」（3.8％） 

※研修時間 
 研修時間は、全体で２時間（講義：約60分、赤十字救急法の実技：約60分） 

Ｑ７ 自由記載（抜粋） 
 

   ・自分達の施設でどう生かせるのかとても考える機会になった。（30代 看護師） 
 

   ・防災の意識を持ち、日頃経験していないことについても少しでも覚え、実践できるようにしたい。（40代 ＰＴ） 
 

   ・医師向けということで、緊張していたが、わかりやすく良かった。（50代 看護師） 
 

   ・ハードルも高くなく、医療関係者にも進んで受講を薦められる。（40代 医師） 
 

   ・実技の時間がもう少し長ければ良かった。（50代 医師） 
 

   ・同様の内容でも数年に一度の割合で行ってほしい。デモの先生がもう2人ほど来ていただきたかった。（40代 医師） 
 

   ・サランラップがごわつかず固定がしやすい事がわかった。（50代 看護師 ほか） 

・脱臼、骨折（60代 医師） 
・大腿骨近位部骨折 → 搬送法（50代 医師） 
・ストッキングでの固定方法（40代 看護師） 
・毛布を使った腰骨骨折の処置（40代 医師） 



医師会 
安芸郡・香美郡・土佐長岡郡 

（安芸会場） 
安芸郡・香美郡・土佐長岡郡 

（南国会場） 
吾 川 郡  合 計 

受講者数 １５人 ３０人 ２６人 ７１人 

うち、医師 １２人 １９人 １８人 ４９人 

◆ アンケート 回答率 84.5％（60／71） 
 

Ｑ１ 職 種：医師 43人（71.7％）、看護師・准看護師 15人（25.0％） 
 

Ｑ２ 年齢層：20代 １人（1.7％）、30代 ３人（5.0％）、40代 15人（25.0％）、50代 18人（30.0％）、 
 

       60代 14人（23.3％）、70代～ 8人（13.3％） 
 

Ｑ３ これまでに受講したセクション：セクション１ 35人（58.3％）、セクション２ 47人（78.3％）、 
 

                  セクション３ 49人（81.7％） 
 

Ｑ４ 研修内容について 

◆ 受講者数 

大いに参考になった, 70.0% 

大いに参考になった, 75.0% 

大いに参考になった, 73.3% 

大いに参考になった, 90.0% 

参考になった,  
26.7% 

参考になった,  
23.3% 

参考になった,  
26.7% 

参考になった, 
 10.0% 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

(4)ＣＰＲについて 

(3)縫合 

(2)胸腔穿刺 

(1)気管挿管 

大いに参考になった 参考になった あまり参考にならなかった 参考にならなかった その他 

※ 医師以外の職種については、医師に帯同する場合のみ受講を認めた。 
いずれの会場も、原則として定員を30名とした。 



Ｑ５ 研修時間について 
 

   「長かった」（なし） 
   「ちょうどよかった」（91.7％） 
   「短かった」（8.3％） 

※研修時間 
 研修時間は全体で２時間（但し、自由体験時間約20分含む。） 

Ｑ６ 来年度も同様の研修があれば参加したいか 

積極的に参加したい 
 

58.3％ 都合が合えば 
参加したい 

 

43.3％ 

☆全員が「参加したい」と回答 
 「同じ内容なら参加したくない」、「参加したくない」ともに 
 回答者なし 

注）重複回答があるため、 
  合計が100％を超えている。 

Ｑ７ 災害医療研修全体（セクション１～４））を通じて気付いたことなど（自由記載）（抜粋） 
 

   ・繰り返し研修することが大切だと思った。 （50代 医師） 
 

   ・もっと多くの医療従事者が参加できればいい。（50代 看護師） 
 

   ・実技の資料が豊富であればありがたい。 （50代 医師） 
 

   ・災害時だけでなく、診療中など大いに役立つ研修だった。（30代 医師） 
 

   ・たいへん勉強になった。これからも参加したい。（50代 看護師） 
 

   ・Drを対象なのにコメディカルも参加させてもらえる貴重な機会を頂きありがとうございました。（40代 ＰＴ） 
 

   ・トリアージの仕方や習っていたことの再確認ができて良かった。とてもいい経験ができた。（40代 看護師） 


